
 

アドルフ・ヒトラー 

最愛の総統 
パート2 

クリスマス・ストーリー 

アドルフ・ヒトラーが国民のために闘った初期の頃でさえ、どれほど国民

に愛されていたかを理解するのは難しいかもしれない。党の公式伝記作者
であるハインリヒ・ホフマンは、1923年のクリスマス直前にミュンヘンで

起こった洞察に満ちた出来事を回想している。そのわずか1カ⽉余り前、
16⼈の同志がオデオン広場で射殺された。運動は11⽉9⽇の⼀揆未遂事件
で崩壊し、メンバーは死んだり、隠れたり、総統のように投獄されてい
た。点⽕された希望の⽕花が⾎で消えた後、戦後のドイツは再び社会的混
乱、経済的破滅、⽂化的腐敗という灰⾊の絶望の中に沈んでいった。これ
が、ホフマンが68年前の荒涼とした12⽉に語った場⾯の舞台だったの
だ...。 
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ヒトラー・ムーブメントの芸術家たちは、クリスマスをブリルテシュト

ラーセのブリュテ・カフェで、『獄中のアドルフ・ヒトラー』と題したタ

ブローで祝おうと計画した。 

「私はヒトラーの替え⽟を探す仕事を与えられた。偶然、私はヒトラーに
よく似た男に出会った。私は彼に、このタブローに参加してくれないかと
頼み、彼は快諾した。 

「ブリュテカフェの⼤ホールは⼈で埋め尽くされた。幕が上がり、半分暗
くなった舞台に牢屋が⾒えると、敬虔な静寂が訪れた。⼩さな格⼦窓の向
こうに、雪が舞っているのが⾒えた。⼩さなテーブルには、観客に背を向
けた男が座っていた。⽬に⾒えない男声合唱団がStille Nacht, heilige Nacht
と歌った。 

「最後の⾳符の⾳⾊が消えると、⼩さな天使がイルミネーションが施され
たクリスマスツリーを携えて独房に⼊ってきた。 

"ヒトラー "はゆっくりと、観客と対⾯するまで振り返った。多くの⼈は、
それが本当にヒトラー⾃⾝だと思い、会場には半泣きの声が響いた。 

"明かりが灯り、私の周りでは、潤んだ⽬をした男⼥がハンカチを取りなが
ら急いで消えていくのが⾒えた" 

出典ハインリッヒ・ホフマン著『ヒトラーは友⼈だった』バーク社、ロン

ドン 



4⽉20⽇ 

リーゼロッテ 

今⽇、全世界の国家社会主義者は、彼らの総統アドルフ・ヒトラーの誕⽣

⽇を祝う。 

われわれは、1918年の反逆に直⾯しながらも、新しい世界観と何百万⼈も
の⼈々に受け⼊れられる運動を創造した総統を称える。われわれは、ドイ
ツを「国際同胞愛」の沼地から引きずり出し、ドイツ国民に民族意識を取
り戻させた総統を称える。真っ⾚な鉤⼗字の旗の下、ヨーロッパのアーリ
ア民族を率いて国際的なユダヤ⼈寄⽣⾍に対抗し、ついにはユダヤ⼈、資
本家、共産主義者の陰謀の犠牲となった総統を称える。 

国家社会主義ドイツの総統であり、アーリア世界の総統であったアドル
フ・ヒトラーが死んだ。彼は世界ユダヤとの闘いの中で倒れた。彼は退陣

も降伏もしなかった。彼はドイツ民族の総統としてヴァルハラに⼊った。 

帝国⾸相官邸は爆破され、ベルクホーフは荒廃し、ニュルンベルク党⼤会
の会場は取り壊され、通りは改名され、党事務所は没収され、旗、軍服、
書籍は燃やされた。アドルフ・ヒトラー、そして第三帝国の偉⼤さと栄光

を思い起こさせるあらゆるものを根絶やしにしようとする試みにおいて、
やり残したことは何もなかった。 

ドイツ民族を偉⼤にしたものをすべて破壊した後、傀儡政権はドイツ民族
を永遠に奴隷にできると考えた。 

しかし、これらの寄⽣⾍が、その物質的な現れや象徴を破壊し、指導者を
殺害することで、この運動を永遠に消滅させることができると考えたのな
ら、我々は彼らにこう⾔おう：ドイツ国民は、投機、戦争扇動、⼤量虐殺



によって権⼒を握った劣等民族に永遠に奴隷にされるくらいなら、戦わず
に滅びる⽅がましだ！ 

NSDAPは世界ユダヤとの闘争において屈服していない。これからも屈服す
ることはないだろう。1945年5⽉8⽇に起こったことは、われわれの仲間内
の裏切り者と臆病者のおかげでドイツを占領することができた敵によっ
て、軍指導部に強制されたことである。1945年5⽉8⽇にどんな交渉が⾏わ
れようと、われわれには関係ない。国際法も、紙の上にしか存在しない
か、せいぜい勝者に有利なように書かれているにすぎない。そうではな
く、われわれは祖国を解放し、外国の影響を排除し、⼈種の衰退から祖国
を守らなければならない。ユダヤ⼈の影響⼒を排除しなければならない。
そして最後に、世界を⼆度も戦争に陥れたあの民族に、その罪の責任を問
うという名誉ある仕事がある。何百万、何千万という男、⼥、⼦供が、あ
の無教養な⼈種の復讐⼼、貪欲さ、世界⽀配計画の犠牲になったの
だ......25年以内に2度も！ 

その犯罪民族は、世界征服の計画が脅かされれば、躊躇なく第三次世界⼤
戦を起こし、計り知れない⼈的被害をもたらすだろう。したがって、私た
ちは公然とこう宣⾔する：そのような⼤惨事を、必要であればどのような
⼿段を使っても阻⽌することが私たちの⽬標である。 

第三帝国におけるユダヤ⼈問題の「最終解決」について：投機家、詐欺
師、裏社会の⼈物たちを観察するだけで、そんなことは起こらなかったこ
とがわかる。賠償⾦」を受け取るユダヤ⼈の巡礼や、アメリカ、ヨーロッ
パ、南アメリカにあるユダヤ⼈の植民地は、「最終的解決」が存在しな
かったことの⽣きた証拠である。私たちはそれについて時間を無駄にする
必要はない。 

ガス処刑」に対する⽬撃証⾔はあるが、それを証明するものはない。国際
⾚⼗字の報告書でさえ、ユダヤ⼈に対する⼈間的な扱いを記述している。
しかし、われわれが再びこのような過ちを犯すと考えるのは、われわれ国
家社会主義者を無節操とみなすことになるだろう。 



反対派は、半世紀前と同じように、⼈間性などという戯⾔を世界に氾濫さ
せるだろう。しかし、私は反対派に問いたい：ヨーロッパの都市を破壊し
たとき、あなた⽅の⼈間性はどこにあったのか？何百万⼈もの同胞がアジ
アの⼤軍に虐殺されたとき、あなた⽅の⼈間性はどこにあったのか？われ
われの⼥性や⼦供たちが連合軍の爆撃で死んだとき、何⼗万⼈もの党の同
志が拉致され、殴打で不具にされ、殺されたとき、あなた⽅の⼈間性はど
こにあったのか？それがすべて、あなた⽅の⼈間性の表現だったのか？ 

無数のヨーロッパ⼈が同じ運命をたどった。なぜなら、彼らは愛国者とし
て、また⾃覚的なヨーロッパ⼈として、ユダヤ⼈＝ボリシェヴィキの敵と
の闘いに参加したからである。30万⼈のイタリア⼈と15万⼈のフランス⼈
が、ユダヤ⼈に扇動された暴徒によって殺害された。彼らの多くは、虐待
の傷跡をいまだに引きずっている。 

私たちは、「世界同胞愛」の国際的使徒たちが、最終的に裁判にかけられ
たとき、その巨⼤な犯罪の罪状からどのように⾝を守ろうとするのかを⾒
たいと思っている。彼らの⾔い分がどうであれ、彼らと彼らの背後にいる
⼈種は、その運命から逃れることはできないだろう。 

われわれの場合、これは単なるフレーズではないので安⼼してほしい。世
界ユダヤは⼀時的に、軍事的に敗北した民族の⾎に酔うことに成功したか
もしれないが、国家社会主義の思想を破壊することはできなかった。たし
かに総統は倒れ、運動作品は焼かれ、禁⽌された。しかし、国家社会主義
は魂の奥深くに根を下ろし、復活を遂げようとしている。総統が⾁体的に
は死んだとしても、彼の精神はもっともっと⽣きている。国家社会主義ド
イツの総統は、⾁体ではなく、彼だけが体現した国家社会主義の思想を通
して、今⽇も私たちと共にある。 

総統は、その偉⼤な著作『わが闘争』や演説、著作を通じて、われわれが
⾏動すべき世界観、政治的、戦略的基盤を、いつの時代にもわれわれに与
えてくれた。 



政治体制は確⽴され、打倒される。政治家は現れては消える。しかし、
176総統とその業績は、将来にわたってドイツ民族とアーリア⼈の世界の
存⽴の基盤であり続けるだろう。 

⽉30⽇は、軍事的に絶望的なベルリンでドイツとヨーロッパの親衛隊に守
られながら、総統が最後の遺⾔を残し、妻とともにこの世を去ってから47
年⽬にあたる。47年後の今⽇、私たちは総統の政治的遺⾔を⼿にした。 

30年後、総統⾃⾝の⾔葉によれば、国家社会主義運動は再び勃興した。若
い世代によって担われたこの運動は、総統の意志を実現する⽤意ができて
いる。総統の名と精神に基づき、われわれはヨーロッパの中⼼にあるこの
「連邦共和国」傀儡政権を克服する。われわれは、名誉、栄光、偉⼤さ、
正義の聖なる第四帝国を建設し、総統の意志、すなわち国家社会主義運動
の輝かしい復活を実現するのである。 

我々は、アドルフ・ヒトラーよ、貴殿に死に対する永遠の忠誠を誓う。わ

れらの総統、あなたの最後の意志が成就するまで、休まず、気を緩めない
ことを誓います。われわれ国家社会主義者は、狂信的な決意をもってあな
たの最後の指⽰に従い、あなたの死と何百万ものアーリア⼈の死の罪を犯
した者たちを裁きにかける。我々は、この誓いを破るくらいなら、死を選
ぶ。 

我々は今、あらゆる国籍の国家社会主義者の軍団と連帯している。世界ユ
ダヤが世界⽀配を達成し、すべてのアーリア民族が滅亡するか、アーリア
民族がユダヤ⼈政権を排除するかのいずれかである。しかし、アドルフ・

ヒトラーを総統とするわれわれは、戦わずに⾃発的に排除されることを許
さない！ドイツ民族は、国際的なペテン師集団の⼿先になるくらいなら、
滅びることを選ぶだろう！常に⾃由を守り、⾃由を勝ち取る⽤意のない民
族は、その⽣存権を失っている！ 

総統は、世界ユダヤとの闘いが、⽣存のため、⽣命のための闘いであるこ
とを決して疑わなかった。われわれの都市の廃墟から、アドルフ・ヒト



ラーの運動は、ドイツの⾃由のため、ヨーロッパの統⼀のため、そして
アーリア民族の共同体のための闘いを再開した。次の数年が決断をもたら
すだろう。 

しかし、敵味⽅にかかわらず、確かなことが⼀つある。我々は屈服しな
い。そんな⾔葉は我々には存在しない。我々にとっては勝利か死だ。それ
以外の選択肢はない。もしわれわれが、諸国民の⾃由のためのこの闘争で
滅びるならば、敵の隊列は⼤幅に薄くなるだろう。 

我々は降伏も屈服も知らない。われわれが知っているのは、総統、民族、
祖国に対する義務の履⾏だけである。総統の⽣と死は、われわれに狂信的
な服従と国家社会主義の理念のための努⼒という義務を与える。 

「ヒトラーの業績と使命は、後世への聖なる遺産である。⽣きている我々
には、戦い続ける義務がある"- シェールナー元帥 

この "Lieselotte "の記事は、1978年3-4⽉号（25号）に掲載されたDer 20.4
⽉号（『NS Kampfruf』1978年3-4⽉号（25号）より）を翻訳したものであ
る。 
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